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メキシコでは、サンタ・ムエルテ(死の聖母)崇拝

が流行している（山本昭代撮影）
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　2年ぶりのメキシコ。2014年8月末から1週間ほど
メキシコシティに滞在した後、また北部に向けて旅
してみた。
　メキシコ南西部・ゲレロ州で学生43人拉致殺害事
件が起こったのは9月26日、私が帰国してしばらく
してからだった。11月にはいよいよ国民の不満が募
って、デモや大学封鎖やらで国中大騒ぎになった。
近年で最悪の大量殺害事件だとして国内外の文化人
やアーティストらもこぞって事件を話題にし、11月
20日のメキシコ革命記念日には追悼と抗議のデモが
各地で繰り広げられた。組織犯罪の暴力はこれまで
もずっとメキシコ各地で嵐のように吹き荒れていた
が、多くの国民は直視するのを避けてきていた。こ
こに来て政府の無策ぶりへの怒りが湧き上がってき
たようだ。
　ペーニャ・ニエト大統領はといえば、元昼メロ女
優の妻が、政府と利害関係のある建設会社から豪邸
を格安で購入していたなどのスキャンダルも発覚し
て人気はガタ落ち、大統領をかたどった巨大な人形
が首都の中央広場で燃やされたりもした。それでも
経済優先の姿勢は相変わらずで、社会問題への対応
は口先だけで終わっている。
　組織犯罪がらみの暴力がどれほど深刻か、学生拉
致殺害事件をきっかけに改めて浮き彫りにされた。
なにしろ、失踪した学生を捜索するために山中を掘
り返してみると、焼かれたり薬品をかけられたりし
た遺体が何十も、あちこちから出てきたのだ。ゲレ
ロ州だけではない。メキシコ中、秘密墓地だらけと
いうおぞましい状況なのだ。遺体が発見されても、
数が多すぎてDNA鑑定で身元が確認できたのはこれ
までにわずか2％だという。この８月、政府は2006
年以降の行方不明者の数は2万2322人だと発表した
が、この数字がどこまで信憑性のあるものかを疑う
向きもある。
　組織犯罪がらみでは、ペーニャ・ニエト政権は
｢成果｣を挙げてもいる。2014年2月にはシナロア・

カルテルのボスで世界最大の麻薬マフィアと呼ばれ
た「チャポ」ことグスマン・ロエラが逮捕された。
ミチョアカン州では地元を牛耳っていた「テンプル
騎士団」カルテルを、地元民が結成した自衛団が中
心となって攻撃し、警察と軍は大物ボスらを逮捕や
殺害することができた。6月には、サッカー・ワー
ルドカップをテレビ観戦中だったティフアナ・カル
テルのボス、「エンジニア」ことフェルナンド・サ
ンチェス・アレジャーノを逮捕した。
　このような派手な逮捕劇があっても、前政権から
引き継いだ｢麻薬戦争｣は終わるどころかますます泥
沼化しつつある。久々に会った留学時代の恩師も、
｢政府は麻薬カルテルを終わらせる気などない｣とあ
っさり。麻薬密輸は需要があって供給があるのだ
し、国にとっては重要な外資の獲得源だし、政治家
にとってはなにより大事な選挙資金源だ。組織犯罪
と密接に結び付いた汚職は、メキシコの文化といっ
ていいほど根が深い。ある研究者によれば、メキシ
コの地方自治体の8割近くは犯罪組織と関係を持っ
ているという。サパティスタが｢われわれ抜きのメ
キシコはあり得ない｣と叫ぶように、麻薬カルテル
も同じ言葉を皮肉に笑ってつぶやいているというわ
けなのか？
　この8月末、メキシコの新聞『レフォルマ』が、
米墨国境近くの街で、6月にメキシコ各地のおもな
麻薬マフィアのボスが一堂に会する「ナルコ・サミ
ット」が開催されていたとスクープした。なくなら
ないものならば、せめて無用な暴力が起きないよ
う、組織同士、仲良く話し合ってもらうしかないの
かもしれない。

熱狂するムエルテ信仰
　さて、メキシコシティで最初に再訪したかったの
が、サンタ・ムエルテ(死の聖母)。ムエルテ崇拝の
流行は相変わらずさかんな様子で、中心街の歴史地
区の街角に立つムエルテさんたちは、相変わらずお
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しゃれなドレスに身を包み、くぼんだ目で道行く
人々を見守っていた。
　毎月1日が、ムエルテの月例祭の日。ミサには大
勢の人が訪れるという。2年間に訪れた教会の場所
がわからなくてうろうろしていると、ムエルテ像を
抱えたカップルを見かけ、ついて行かせてもらっ
た。メキシコ州からわざわざ来たのだという。　教
会にはすでに30人ほどの人が集まり、しばらくする
とミサが始まった。司祭の服装はカトリックの司祭
服と同じように見え、ミサの様子もカトリックとほ
とんど変わらない。ギターを抱えた男がサンタ・ム
エルテをたたえる歌を歌い、ミサの伴奏を務める。
ミサの最期に老若男女の参列者同士、握手を交わし
合うのも、カトリックのミサと同じ。もちろん私
も、戸惑い顔の周りの人たちと仲良く握手させても
らった。カトリックと少し違ったのは、そのあと司
祭が参列者にひとりずつ体に触れ、「お祓い」の儀
式をしていたところ。ワステカの先住民族の村で見
たまじない師のやり方と似ていた。壁に料金表が貼
られていて、お祓いは300ペソ～。日本円で2400円
くらい。「あなたもやってもらえるよ」と言われた
が、現金の持ち合わせがあまりなく、残念ながら体
験は見送った。ミサが終わった後、司祭と少し話が
できた。彼によると、このサンタ・ムエルテ教会は
カトリックの一派だといい、ムエルテはもとはスペ
インから来た、聖書にも現れる聖人が姿を変えたも
のなのだそうだ。この教会の創始者、ダビ・モロ氏
は犯罪組織との関係を疑われて刑務所に入っている
が、メキシコだけでなく世界各地に信者がいて、司
祭はミサをあげるために各地に出張することがある
のだそうだ。

　もう１軒、テピート地区のムエルテ教会にも行っ
てみた。タクシーに住所をいい、ムエルテ教会だと
いうと、「道路がふさがっているから、近くまでし
か行けない」といわれた。それがどういうことか、
着いてみるとわかった。ミサに参列する人々がざっ
と見ただけで数百人、道路を埋め尽くしていたの
だ。その中心にある建物は、教会と呼ぶにはあまり
に貧相な外観で、色あせたムエルテ像の写真がプリ

ントされたビニールクロスが掲げてあるだけであ
る。それでも、道路上には参列者が持参した、形も
色もさまざまな大小のムエルテ像が並べて置かれ、
それぞれに花やキャンディーなどが供えられてい
る。他人のムエルテ像にお供えするために、大箱入
りのキャンディーを買ってきている人もいた。人ご
みのところどころからモクモクと煙が上がってい
る。タバコとは違う、モグサのような匂い。その煙
をムエルテ像の口元に口移しで吹きかけたりしてい
る。背中や腕に入れたムエルテの入れ墨を見せびら
かせている人も目に付く。さらに肩に真っ赤なバラ
の花束を担ぎ、膝でいざって教会まで歩いていく男
性も。いざり歩きで膝から血を流しながら詣でるの
は、メキシコの守護聖母グアダルーペ寺院で見かけ

㊤テピートの教会に信者が持参したムエルテた
ち。軽トラックの荷台を即席の祭壇にしている。
㊦ムエルテへの信仰心の深さを示すために、供物
を抱え、膝でいざって教会まで歩む男性。
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たことがあった。よほど重大な願でもかけているの
か。
　群衆の所々から、左翼の集会でよく聞かれる調子
のシュプレヒコールが上がった。「ムエルテはここ
にいる！　ムエルテを感じる！　ラ、ラ、ラ！」。
ここでは、サパタではなくムエルテなのだ。確か
に、反体制という共通点はある…。この熱狂ぶりは
いったいどこから来るのだろうか？
　ミサは予定の時刻を少し過ぎて始まった。教会の
持ち主のドニャ・ケタと思しき年配の女性は、ごく
普通のエプロン姿で群衆に対して注意点などを少し
話し、次いで普通のジャケット姿の中年男性が神の
教えを説き始めた。最後まで聞いてもこの人出では
ケタさんと話をするのは難しそうだし、薄暗くなり
雨も降り始めたので、この危険地帯から早々に退散
することにした。

北の｢戦争｣地帯へ

　今回は、首都からメキシコ湾岸沿いのルートでア
メリカ国境へと向かった。まずは首都からバスで約
7時間、以前人類学調査のために住みこんでいたイ
ダルゴ州北部の街、ウエフットラ近郊の先住民族の
村へ。村では若い世代が都市に出ていく傾向は変わ
らないが、それでも以前と変わらずトウモロコシを
育て、ニワトリを飼い、小商いをして家族が助け合
う、昔ながらの暮らしが続いているようだった。地
元の人たちによると、隣り合うベラクルス州では凶
悪な事件が多発していても、この地域ではナルコが
らみの事件はほとんどないという。「あまりにも貧
しくてナルコも来ない」というが、こんな穏やかな
メキシコも健在なのだ。

　ウエフットラから夜行バスで約12時間、北部の先
進工業都市モンテレイへ。かつては治安がよく暮ら
しやすい街で、この街の高級住宅地区にはメキシコ
でも一番の金持ちが住んでいることで知られてい
た。もちろん、争いを避けたいナルコのボスたちの
家族も。ところが2010以降、ロス・セタスとゴル
フォ・カルテルがこの街の支配権を巡って争うよう

になり、銃撃戦が起き、ギャングが道路封鎖を行
い、多くの飲食店が焼き討ちに遭うなどして多数の
犠牲者が出た。最近は大きな事件の報道はないとの
ことだが、マスコミに出ないだけかもしれない。モ
ンテレイの長距離バスのターミナルの前には装甲車
が停まり、黒やオリーブグリーンや迷彩色などさま
ざまな制服の兵士や警察官が巡回していた。
　モンテレイで友人たちに会って名物の仔羊料理を
ご馳走になり、さらにバスで北へ。北部の国境の
街、レイノサまで、灌木が生えるだけの半砂漠の平
原を約3時間半。途中、何もないところでバスが停
車すると、ごつい体格の兵士が乗り込んできた。
｢さー、全員降りてチェックさせてもらおうか。外
は暑いぞ～。ハハ、まあやめとこう｣
　窓の外を見ると、ライフルを抱えた重装備の兵士
が数人。軍の検問だった。メキシコらしくジョーク
ですませてくれたが、この国は戦争中だったのを忘
れてはならない。

カルテルが支配する街
　国境の街、レイノサ。埃っぽい田舎のターミナル
といった風情で、周辺には土産物の屋台と安宿とス
ーパーくらいしかない。ターミナル前のレストラン
で少し離れた場所の安宿を教えてもらい、チェック
イン。宿の主人は親切で、部屋もそこそこ静かそ

ウエフットラで見かけたサンタムエルテグッズの店
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う。どこかで昼食でも、とホテルを出て歩き始める
と、後ろから若い男が呼び掛けてきた。振り向く
と、マイクロフォンで何か話しながら、こちらを追
いかけてくる男がいた。
「身分証を見せろ」という。「警察？　だったらそ
ちらが先に身分証を見せなさい」というと、「われ
われはカルテルのものだ、街を見張っているのだ」
冗談でしょ？
「どこのカルテル？」と聞くと、「ゴルフォだ」。
すぐ後ろに四輪駆動車が来て、助手席の男が携帯で
話しながら、「われわれは犯罪者が入りこまないよ
うに街を警戒しているだけだ。やろうと思えばなん
だってできる。パスポートを見せろ」という。男の
丸々とした太い腕にはびっしりと刺青が。観念して
パスポートを手渡した。
　刺青男は日本人か、と珍しがって、｢アメリカに
行くのか？　ビザはないのか？　泳いで向こうに渡
るのか？｣と聞く。日本人はアメリカに行くのにビ
ザはいらない、というがなかなか信用してくれな
い。刺青男はさらに携帯でどこかと連絡を取り、ま
あいいだろう、とパスポートを返してくれた。返す
前に「何歳だ？」ふん、そこに書いてあるでしょ。
「女性にはそれは聞かないものよ」と笑って答え、
一緒に写真撮っていい？　とたずねたが、もちろん
断られた。
　あとで宿の主人にその話をすると、「大丈夫、や
つらは何もしないから。金も取らない。街の治安を
守ってくれているんだ」と笑っていう。カルテルが
街を支配するとは、そういうことなのだ。国家に代
わって警察の役割や収税もカルテルがやり、市民と
共存する。どこの誰が街に来て、どこの宿に泊った
のかもカルテルはすべて情報を得て、実際何でもで
きるのだ。安宿にひとり泊まっている日本人女を身
ぐるみ剥いで河に捨てる、なんてことも。改めて背
筋が寒くなった。
　ちなみにタマウリパス州の国境の街のなかでも、
レイノサとメキシコ湾岸のマタモロスはゴルフォ・
カルテルの支配地で、西のヌエボ・ラレドはロス・
セタスが支配する。それぞれ、どのカルテルが街を

支配下に置くか決着がつくまで抗争が続き、残虐な
報復合戦が続く。抗争は対立カルテル間だけとは限
らず、内部抗争もしばしばなようだ。

国境をまたぐ3つの世界
　幸い何事もなく朝を迎え、国境の橋へ。緑色の淀
んだ水をたたえたリオ・ブラボー(アメリカ側ではリ
オ・グランデと呼ぶ)のアメリカ側の岸では、ボーダ
ーパトロールらしい人々が、ジープや四輪バイクの
ような乗り物で茂みを出入りしているのが橋の上か
ら見えた。橋を渡り切ったところのアメリカの入国
管理局には50mくらいの人の列があったが、30分も
待たないうちに順番がきた。周りの人に聞くと、日
曜なのでふだんより人が少ないということだが、こ
こでの国境の人の往来は、シウダー・フアレスやテ
ィフアナほど多くはないようだ。マッカレンで人に
会う、と適当な話をして入国税7ドルを支払った。
　入管を出たところはテキサス州マッカレンだが、
そこにはレストランとスーパーと銀行くらいしかな
い。せっかくだからとバスで中心街方面に行く。途
中、道路の両側に見えるのは、中古車販売店、自動
車部品店、衣類のリサイクル店など、メキシコ人向
けの店ばかり。バスを降りたターミナルにも、メキ
シコ人向けの衣類や生活雑貨などの大型卸店が並
ぶ。この街の経済は、メキシコ人の買い物ツアーに
大きく依存しているという。街並みも建物も小ぎれ
いで清潔で、国境のすぐ南の、くすんで古びた建物
や埃っぽく猥雑な雰囲気とは対照的だ。

国境の河リオ・ブラボー。橋の下には
国境警備隊のジープが停まっている

https://www.facebook.com/photo.php?fbid=274327506090212&set=a.243590999163863.1073741830.100005388943449&type=1
https://www.facebook.com/photo.php?fbid=274327506090212&set=a.243590999163863.1073741830.100005388943449&type=1
https://www.facebook.com/photo.php?fbid=274327506090212&set=a.243590999163863.1073741830.100005388943449&type=1
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　マッカレンのバスターミナルから、レイノサに帰
るバスに乗る。乗客はほとんどがメキシコ人だっ
た。20分ほどで国境の橋に。降りてパスポートチェ
ックかな、と思っていたら、バスのトランクが開け
られて税関職員がざっと見まわしただけ。バスはそ
のまま国境のゲートをくぐって、レイノサのバスタ
ーミナルへ。アメリカからメキシコに入国するのは
何と簡単なことか。
　ターミナルからホテルに戻る途中、前日声をかけ
てきた若い男が所在なげに道角で座り込んでいるの
が見えた。名前は｢カルロス｣だといった。組織では
たいてい呼び名で呼ばれるものなので、本名ではな
いだろうが。彼のようなカルテルの見張り役は｢ア
ルコン(タカ)｣と呼ばれ、組織の最下層に位置付けら
れる。ロス・セタスが小学生の女の子を見張り役に
雇っていた、という新聞記事を読んだことがある。
声をかけると親しげに挨拶をしてくれて、近くにい
た奥さんにも紹介してくれた。この街には角ごとに
彼のような見張り役がいるのだそうだ。なんでカル
テルで働くようになったのか、とたずねると、以前
はコンビニの店員をしていたが、週800ペソ(約
6400円)にしかならず、妻と子ども3人を養っていけ
ないのでこの仕事についた、まだこの仕事を始めて
数か月だという。
｢稼ぐためにはリスクも負わなくちゃ。仕方ない｣と
笑った。レイノサは地方からの移民が多いが、カル
ロスは両親とも地元出身で、自分は小さいときから
アメリカに10年暮らしていたが、母親が亡くなった
のをきっかけに地元に戻ったのだという。それにし
ても、カルテルの人とこんな普通の会話が交わせる
とは…。
　この日はもう夕方のメキシコシティ行きの飛行機
を予約してあったので、ホテルに戻るとさっそくタ
クシーを呼んでもらった。時間に余裕があったの
で、タクシー運転手に頼んで街を案内してもらうこ
とにした。運転手はレイノサで働いてもう10年にな
るベテランだった。まずは修道女らが運営する｢移
民の家｣という施設。メキシコを縦断する厳しい旅
の末、レイノサまでたどり着いた中米出身者や、逆

にアメリカで捕まったが金がなくて本国まで送還さ
れず、国境の南に送り込まれた中米人らが、この施
設にやってくるのだという。移民たちには無料で食
事と寝る場所が提供されるが、ずっと中にはおれな
いので、建物の外の日陰で時間をつぶす人が、多い
ときで数十人にもなるという。近くのリオ・ブラボ
ーの河岸には、河でおぼれ死んだ移民らを悼む白い
十字架が建てられていた。川幅は30mもないように
見えるが、水深が深いのだそうだ。そのすぐ横には
「ワニに注意」の看板も。コヨーテと呼ばれる密入
国あっせん人は、パトロールの交代の時間などを知
っていて、アメリカ側の厳しい監視の目をかいくぐ
って河を渡らせるのだという。
　次に案内されたのが、河沿いにトタン板や木の板
を合わせただけのように見えるバラックが並ぶ地区
だった。よそから流れ着いた人たちが住み着いた場
所で、犯罪者の巣窟だったが、カルテルが見張るよ
うになってからよくなった、と運転手。カルテルは
警察と同様、犯罪者をとらえれば、1回目は説諭だ
けで放免する。だが2回目に捕まると腕などを切り
落とすのだという。
　街で一番の金持ちが住む地区にも連れて行っても
らった。しかしここがそうだといわれても、無駄に
広い道路に塀ばかりで中は何も見えない(笑)。１軒
だけ、コロニアル調の博物館のような豪華な建物が
見られた。そこは運送会社の所有者でこの街一番の
金持ちファミリーの自宅だった。しかし実際には、
ほかの豪邸と同様、普段住んでいるのは使用人たち
だけだ。所有者らは安全な国境の北側に暮らし、子
どもたちも向こうの学校に通っているのだとか。
　最後に訪れたのが、空港近くに広がる工業団地。
ほかの国境の街と同様、1994年の北米自由貿易協
定以降、政府によって広大な工業団地が整備され、
外国企業の誘致が行われた。レイノサには、富士通
やパナソニック、ミクニなど多くの日系企業が進出
している。大部分がアメリカ東海岸の都市に近いと
いう地の利を生かした自動車や工業製品の組み立て
工場である。カルテルは外国企業に手を出すと、地
元企業家の怒りを買い、政府からたたかれることに
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なるので、手出しをしないのだそうだ。工業団地の
周辺には、これも政府が建設した公団住宅が建ち並
ぶ。運転手の話では、工場では食堂で3食無料で提
供され、公団住宅のローンは20年分割で毎月の給与
から差し引かれ、さらに勉強したい若者には夜間の
大学などに通える制度もあるという。工場の入り口
に求人広告を張り出しているところも目につく。交
代勤務は確かにきついだろうが、まじめに働けば家
族とともにそれなりに暮らしていける。仕事がない
からカルテルに入る、とばかりは言えない。
　ここレイノサには、アメリカ東海岸の都市を目指
し、中米や国内各地から不法移民として河を渡ろう

と無数の人々がやってくる。麻薬も同様である。蛇
の道はヘビ。それを仕切れるのはカルテルしかな
い。国家権力は実質上及ばず、カルテルが市民生活
と共存している。その一方で、街の郊外にはグロー
バル企業が最新の設備を備えた工場を展開し、勤勉
なメキシコ人低賃金労働者の汗を吸い上げる。そし
て国境の河の向こう側には、小ぎれいで安全なアメ
リカの地方都市。そんな3つのまったく違う世界が
背中合わせに存在する。グローバル化と新自由主義
が作りだしたパラドックスである。

アヨツィナパ学生43人拉致殺害事件
9月26日、ゲレロ州アヨツィナパの教員養成大学の学生43人が拉致殺害される事件が起きた。学生

らはイグアラ市市長夫妻が主催するイベントを妨害しようとバスで市内に入ったところ、市長の命令
を受けた警官らに銃撃され、3人の学生が死亡。通りかかったタクシーや別のバスで移動中だったサ
ッカー選手らも銃弾を受け3人が死亡した。
警官らは学生43人を拉致し、麻薬密輸マフィア｢ゲレロス・ウニードス｣に引き渡した。マフィア

らは学生たちを殺害し、ごみ焼却場で遺体を焼き、遺灰をゴミ袋に入れて川に捨てたとされる。実行
犯の証言により遺灰は回収されたが、損傷の度合いがひどく、特殊な技術を持つオーストリアの大学
に鑑定を依頼。11月7日、遺骨の一部が失踪学生のひとりのものだと判明したことを発表。しかしそ
れ以外の身元は確認されず、政府発表の信ぴょう性を疑う向きもある。首謀者とされる市長夫妻は逮
捕されたが、国内各地で大規模なデモや抗議行動が起こり、ペーニャ・ニエト大統領は国外メディア
からも批判を受けるに至っている。
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概略 
　アルゼンチンのアフリカ系住民の起源は、スペイ
ン王室統治下のラプラタ副王領時代の奴隷貿易にあ
る。18～19世紀にかけて、いくつかの州において
は、アフリカ系が人口の半数以上を占めるに至った
が、19世紀に急速に人口が減少した。[訳注：この急速
な人口の減少の要因をどこに求めるのかがさまざまな論議
を呼んでいる] 19世紀の半ばには移民が奨励され、ア
ルゼンチンの人口は急成長したが、その結果起こっ
たヨーロッパ移民との異人種間の混合は、アフリカ
系アルゼンチン人が「不可視化」されたことのひと
つの要因とされている。アフリカ系アルゼンチン人
の減少のもうひとつの要因としては、彼らのコミュ
ニティ内部での死亡率の高さがある。
　2005年の4月にブエノスアイレス市でアフリカ系
子孫についてのパイロット調査が行われたが、住民
の3％がアフリカ系黒人のルーツをもつと意識してい
るという回答が得られた。このことはブエノスアイ
レス大学遺伝学センターの調査が、ブエノスアイレ
スおよび周辺の人口の4.3％が遺伝的にアフリカにル
ーツがあるとした推計結果を裏付けた。
　2010年の国民調査のデータによれば、アルゼンチ
ン国内のアフリカ系の子孫の人口は14万9493人（全
人口の0.4％）にのぼる。このうち92％の13万7583
人がアフリカ系アルゼンチン人で、残りの8％の1万
1960人はアメリカ大陸の他の国々の出身であった。

植民地時代のアフリカ人の導入とルーツ
　征服の過程で、アメリカ大陸における植民地の経
済体制は、さまざまな形で先住民の労働を収奪し
た。しかし、比較的人口密度の低かった地域や、文
化変容への抵抗と服従や、厳しい労働、ヨーロッパ
人により持ち込まれた伝染病などは、先住民の間に
多くの死者をもたらしたため、これにより不足した
労働力を補うためにサハラ砂漠以南起源のアフリカ
人が奴隷として連行された。
　19世紀の後期まで、鉱山の採掘や農業はアメリカ
大陸の経済活動の主体であった。こうした労働の大
部分は、奴隷制や類似したやり方により確保された
労働力によりまかなわれた。征服者は、アフリカ人
が地理的に近かったことやヨーロッパ起源の伝染病

や植民地の熱帯気候への適性などの利点を見出し
た。アフリカ人奴隷の流入はラプラタ副王領時代の
1588年にはじまり、ブエノスアイレス港を通じて奴
隷売買が盛んになった。1713年にイギリスはスペイ
ン継承戦争に勝利して奴隷貿易を占有した。1784年
に奴隷売買が禁止されるまで黒人たちは体を計測さ
れたあと、鉄の焼き印を押された。
　16世紀以前の奴隷の出身地は、大半は現在のアン
ゴラ、コンゴ民主共和国、ギネア、コンゴ共和国
で、バンツー語系の言語を話す民族に属していた。
アメリカ大陸にはおよそ6000万人のアフリカ人が送
られ、南アメリカに生きて到着したのは1200万人だ
と推定されている。
　奴隷は主に農業、牧畜、家事労働などの労働に従
事し、少数が手工芸に従事していた。都市では多く
の奴隷が小売りのための手工芸の労働を展開し、そ
の利益は彼らの主人のものとなった。ブエノスアイ
レスのサンテルモやモンセラット地区には、多くの
奴隷が一時滞在したが、大半は内陸に向けられてい
た。フアン・ホセ・デ・ベルティス・イ・サルセド
（当時の副王）が実施した人口調査では、1778年に
は農業生産の多い諸州で高い数値－サンチアゴ・デ
ル・エステーロ州で54％、カタマルカ州で52％、サ
ルタ州で46％、コルドバ州44％、トゥクマン州
42％、メンドーサ州24％、ラリオハ州20％、サンフ
アン州16％、フフイ州13％、サンルイス州9％－で
あった。その他の諸州でも人口のうちの重要な位置
を占めている。コリエンテス市の低所得の地区のひ
とつは「カンバ・クア」グアラニ語で 「黒人たちの
洞穴」という名を持っている。

アフリカ系アルゼンチン人　伊香祝子 訳

黒人のガウチョ
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　ブエノスアイレス市についていえば、同じ1778年
の統計でスペイン人1万5719人、メスティソ、イン
ディオが1288人、ムラト、黒人7268人であり、
1810年には白人2万2793人、9615人の黒人とムラ
ト、150人のインディヘナと算定される。

ナシオン
　黒人とその子孫は、何世代にもわたって混血がす
すみアルゼンチンの土地に適応した後も、当然のこ
とながら彼らの独自の文化―古い習慣、信心、言語
など―を忘れることはできなかった。彼らのあまり
にも異なる習慣―ことに歌と踊りは自由奔放で、植
民地時代のブエノスアイレスの「慎み深い」と自称
する隣人たちを困惑させ、恐怖に陥れるほどであっ
たが、ラプラタ副王は限定つきでこれを認めた。
　多くの場合それらのダンスは、厳しい検閲を当局
から受けて、黒人たちが所有するに至った場所－簡
素なわらと日干し煉瓦でできた小屋や、タンボまた
はカンドンベと呼ばれた「土の小屋」―以外では、
禁止され隔離された。黒人は出身の民族毎にまとま
り、独自の組織を作って、彼らの楽器のリズムで歌
い踊るために、それらの場所に定期的に集まった。
しばしば彼らは「ナシオン」とよばれるグループご
とに集まったが、ナシオンはコンガ（デ・モレノ
ス）、カブンダ、アフリカナ・アルヘンチナ、モサ
ンビクなどと名付けられていた。
　その場所は、開放的な場所で踊るために砂が敷か
れるという共通点があった。それ以外に、閉鎖され
内部に自由な空間があるものもあった。絨毯がしか
れ、気前の良い主人によりカーテンが取り付けられ
た部屋もときにはあった。ナシオンには（民主的に
選ばれた）王と女王がいて、彼らはナシオンの旗と

ともに、部屋のなかで一番いい場所に据えられた玉
座についた。演壇や台があって、それはとりわけ高
位の人を迎えるために利用された。高位の人とは、
マルティン・ボネオの絵にもあるように、ロサス大
統領や、その家族＝次頁の写真＝というような人び
とである。そこでは集まりやダンスパーティーが開
かれた。
　同時に、黒人はデル・モンドンゴやデル・タンボ
ールと呼ばれる地区で盛んに集まった。デル・モン
ドンゴはブエノスアイレスでもっとも重要なもので
あり、モンセラットの16地域から成り立っていた。
名前の由来は大量のモンドンゴ（豚の臓物、臓物の
煮込み料理）がそこで消費されていたことにあり、
タンボール（太鼓）のほうは、どこの村にもかなら
ず一つはその名前のついたナシオンがあった。「タ
ンボール（太鼓）」は彼らが歌い踊るときにもっと
も好んだ楽器だからだった。

アルゼンチンの形成期におけるアフリカ人
　奴隷制の縮小にもかかわらず、この時期の証言に
よれば、奴隷はブエノスアイレスやモンテビデオ
で、ほかの地方よりも比較的残酷でない扱いを受け
ていたとされている。ホセ・アントニオ・ウィルデ
は「70年前のブエノスアイレス（1810-1880）」で
「奴隷は彼らの主人によって真の愛情をもって扱わ
れており、それは他の植民地とは比較にならないほ
どであった」と記している。とはいうものの、虐待
に関する証言ももちろんあった。
　奴隷に対する扱いについては、外国人による記録
も残っている。たとえば英国海軍艦長のアレクサン
ダー・ギレスピーは、回想録に「われわれ（英国）
の農園主と南アメリカの農園主」の奴隷の扱いを比
較して、南アメリカでの待遇の良さに驚いたことを
記している。そして、ブエノスアイレスで買われた
奴隷が、主人から土地の言葉を教わり、女性が裁縫
を習い、食事の前後には祈りをささげることなどを
教えられていることを書き残した。
　黒人と自由ムラトの兵士たちの義勇軍は、ブエノ
スアイレスに昔から存在し、規制され訓練されてい
たものだが、1801年にブエノスアイレスとモンテビ
デオ、アスンシオンに中隊が設置された。1806年の
英国の侵略後、これらのブエノスアイレスの中隊は
先住民の兵士とともに、ムラトやパルド、現地民の
中隊とは一線を画したカスタ（植民地時代に使われ
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た混血集団をさす語）の大隊を建設した。こうした
兵士たちの一部は砲兵隊のカスタの軍団に移され
た。奴隷の軍団も、ブエノスアイレスの緊急時の防
衛のために組織されたが、彼らには武器は渡されな
かった。五月革命のあと、カスタの大隊はパルドと
モレノの連隊を結成し、アルゼンチンの独立戦争の
すべての遠征に参加した。
　英国の侵略の時代には、ブエノスアイレスでは、
英国での奴隷制廃止論の高揚に勢いづいた黒人奴隷
が決起した。彼らは英国軍の遠征隊が、主として彼
らに独立をもたらすためにやってくるだろうと信じ
た。しかし英国の将軍ウィリアム・カー・ベレスフ
ォードは、この運動に共感を示さなかった―ブエノ
スアイレスのクリオージョ（植民地生まれの白人支
配層）の代弁者であるフアン・マルティン・プエイ
レドンは、奴隷の幻想を消滅させなければ、破滅が
国をおびやかすだろうと主張し、彼らの農園に対す
る好意的な処置を要求し、結果としてベレスフォー
ドは、奴隷に状況は変わらないと理解させるよう命
令する公示を発令した（プエイレドンは、1806年に
彼のカディスにいる義父宛の手紙で「彼らを食い止
めるのに間に合った」と書いた）。この処置は、奴
隷を英国人たちとの戦闘に駆り立て、英国を敗北に
いたらしめた。
　英国の敗退後、ブエノスアイレスの市議会は「私
たちの土地から奴隷制を追放する方法を考えるこ
と」を宣言した。そして、黒人の勇気ある振る舞い
に対して、くじまたは選挙による奴隷からの解放を
与えるように奨励したが、実際には軍団メンバー全
員のなかで解放奴隷の割合は少なかった。
　だが、1810年には奴隷の強制的な徴用を行わざる
をえないケースが増えた。というのも、所有者らが
奴隷の譲渡を拒んだからである。くじまたは選挙に

よる奴隷解放は放棄され、国軍で一定の年数（通常5
年）の兵役をもって奴隷の解放が公布された。
　黒人とそれ以外の混血（パルド、ムラト、モレノ
その他）のカテゴリーのあいだの区別はひきつづき
存在し、混血の兵士が部隊構成員の三分の一を超え
ることは絶対になかった。先住民や黒人兵士の給与
は、クリオージョやスペイン人の連隊のメンバーの
半分だった。そして、彼らは歩兵隊、砲兵隊のみに
配属され、古くから優越的であった騎兵隊には入れ
なかった。また、連隊のなかで公的な肩書ももてな
かった。
　だがこうした問題は、独立期を代表する個人の努
力や、1810年の五月革命の基本的な思想によって克
服された。それは発達しつつある民主的な法律がう
みだしたものであり、社会的階層における彼らの地
位をおしあげるものであった。
　1811年からパルドとモレノの軍団は古参兵の軍団
となり、1812－13年にはプロフェッショナルの軍団
とされた。フアン・ホセ・カステリは、自らの率い
る軍隊中のカスタ中隊の功績を高く評価し、彼の動
議により、1811年からカスタの士官は栄誉と認識の
同義語である「ドン」を自分の名前に加えることが
できるようになった。
　だが、1812年にベルナルド・デ・モンテアグドが
三頭政治に就任しようとしたとき、彼のアフリカ系
のルーツをほのめかす「母方の血縁に関する疑念」
を理由に妨害を受けた。矛盾しているが、抗議者の
ひとりは同じようにアフリカ出身者の子孫であるベ
ルナルディノ・リバダビアであった。18 13年アルゼ
ンチン最初の憲法制定議会が、奴隷の母親から生ま
れた子どもの自由は宣言したが、すでに存在する奴
隷の自由の権利は認められなかった。
　しかしながら、ホセ・デ・サン＝マルティン将軍
のおかげで、1816年以降、彼らはアルゼンチン国軍
の役職につくようになった。サン＝マルティンは、
黒人のなかにも優れた能力を持つものがいることを
認め、伍長や軍曹の地位に限り彼らを取り立てるよ
う要望した。
　彼らの多くは、後日アルゼンチン陸軍を構成する
ことになる非正規の民兵や下士官兵の一部をなして
おり、いつも彼らだけで行動する暗殺隊であった。
彼らは主人と折り合いが悪い時は、（自分を）売っ
てほしいと頼んだり、自分で買主を探したりした。
1853年の奴隷制の廃止まで、「復活令」は奴隷の所
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有者に対し、奴隷の4割を兵役に貸し出すために譲渡
することを義務付けていた。兵役を5年間完全に遂行
したものは自由を得られるということになっていた
が、実現したケースは少なかった。
　独立軍は、非常に多くの奴隷を徴兵し、彼らに兵
役と引き換えに自由を約束した。彼らの多くは第8大
隊のメンバーとなり、多くの戦死者をだしたチャカ
ブコの戦いで衝突の前線に出た。

ロサス政権下で
　フアン・マヌエル・ロサスが権力の座にあった時
代（1829-1852）は、ブエノスアイレスの社会で最
も黒人が参加し影響を与える時代の到来であった。
ロサスは下層階級を偏愛し、黒人は政権の主な柱の
ひとつとなった。彼らはステータスの上昇を実現
し、同時に政治的に利用されもした。しかし、ロサ
スは奴隷制度そのものにたいしては矛盾した態度を
取り、最終的には1840年に奴隷の交易を廃止した
が、彼の任期中に奴隷制度を強化したり許可したり
することもあった。
　ロサス政府の時期にブエノスアイレスの黒人人口
は30%に達した。そして、この時期にはアメリカ大
陸的なカーニバルが行われていたことが記録されて
いる。カンドンベやミロンガなどのリズムが発達
し、アルゼンチンの民俗音楽の一部を構成するよう
になった。ロサスが黒人を非常に賛美し、カンドン
ベに参加していたことは語りつがれている。当時、
農村で働いていたガウチョの多くはアフリカ系アル
ゼンチン人であった。
　黒人はロサスの軍隊と恐怖の帝国の支柱であった
が、ときとして彼の振る舞いは尊敬だけでなく恐怖
も生み出した。多くの黒人はロサスに忠実であった
が、例外もあった。裏切った者や脱走兵、統一派の
支持者やそちらに寝返った者は軽蔑的に「ムラト」
とみなされた。
　軍隊での黒人の利用は、連邦派、統一派の両軍で
行われており―確実に連邦派の側が上回っていたと
はいえ―そこではいくつかの場合において黒人が重
要な職務につけられていた。デマゴーグ的な粉飾は
あったにせよ、社会的・政治的に連邦派のほうが黒
人に対して民主的な態度をとっていた。
　だが、そのような連邦派の態度が黒人の社会的経
済的な状況をめだって改善したとはいえず、1837年
にロサスが国内での奴隷売買を禁止する法を発令

し、1840年にラプラタ地方におけるあらゆる形態の
奴隷の売買を廃止するという宣言を行いこそすれ、
奴隷解放を決定的にしたわけではなかった。

完全な自由
　1853年の共和国憲法は奴隷制を廃止したが、それ
が完全なものになるには1860年憲法を待たねばなら
なかった。
　ドミンゴ・F・サルミエントの大統領時代（1868
－1874）には、アフリカ系アルゼンチン人の大量死
の原因としてあげられる二つの出来事が起こった。
ひとつはパラグアイ戦争（1868－1874）で、もうひ
とつは1871年のブエノスアイレスでの黄熱病の流行
である。
　奴隷制の廃止後も、アフリカ系アルゼンチン人は
差別をうけ、生活は悲惨な状況だった。1857年には
ブエノスアイレスにある14の学校のうち二校だけが
黒人児童を受け入れたにすぎない。同様に1829年に
はコルドバで中等科の学校に入学できたアフリカ系
の生徒は年に2名だけだったし、大学で学べるように
なったのは1853年のことだった。
　アフリカ系アルゼンチン人は新聞を発行し始め、
力を合わせて自分たちを守る組織を作った。それら
の新聞のうちのひとつは「ユニオニスタ」で、1877
年には肌の色を問わずすべての人びとの権利の平等
と正義の宣言を発表した。ユニオン紙の第一号は、
「古く憎むべき植民地時代の体制に追随し、使用人
を奴隷のように扱おうとしている」「伯爵や侯爵夫
人」のようにふるまう人々を批判し、「彼らは自分
たちがばかにしている人びとの多くが、不格好な服
装の下に彼らを虐げる者たちよりすぐれた知性を隠
していることを理解しない。」と指摘している。
　これ以外には、1858年発刊の「La raza africana o 

ヨーロッパ人の従僕を従えた裕福な黒人女性
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sea el democrata negro」と「El proletario」がある。
1880年ごろにはブエノスアイレス市にはおよそ20の
同様の新聞があった。
　アフリカ系の人びとはまた政治にも進出した。た
とえば、ミトレ派の現役大佐ホセ・Ｍ・モラレスは
州議会下院議員、憲法制定議会議員となり、のちに
は1880年に州の上院議員となった。一方、ドミン
ゴ・ソーサ大佐は二回下院議員に当選し、1854年に
州の憲法制定議会議員になった。

アフリカ系アルゼンチン人に何が起きたか？
　これまでアルゼンチンの黒人人口は19世紀の初頭
から減少し始め、ついには実質的にいなくなったと
されてきた。しかし2005年に二つの地区で行われた
アフリカ系の祖先に関するパイロット調査によれ
ば、約3％の人びとに、黒人アフリカにルーツをもつ
先祖がいることがわかっている。
　ヨーロッパからの移民が1960年のアルゼンチンの
人口増加の半分以上を占めていることを念頭におい
て、黒人人口の減少よりもアフリカ系アルゼンチン
人とその文化的なルーツの「不可視化」のプロセス
がそれ以前にあると指摘する研究者もいる。20世紀
初頭にはアルゼンチンの人口の30％は、イタリア、
スペイン、ドイツ、スラブなどにルーツをもつ移民
だった。何よりも、アルゼンチンは米国の2700万人
についで、660万人と世界で二番目に多く移民を受け
入れた国であり、その数はカナダ、ブラジル、オー
ストラリアよりも多い。
　アフリカ系の人口減少が指導者階級に責任があっ
たとするジェノサイド説も存在する。

・戦闘を理由とする人口の減少　多くの血が流され
た長きにわたるパラグアイ戦争（1865－70）に
参戦した陸軍のなかで黒人は特に多数をしめてお
り、両軍の死者は多数に上った。正史はこのよう
な状況が黒人の消滅を引き起こしたとしている
が、ジェノサイド説では意図的に不均衡な徴兵が
あったとしている（出典未確認）
・疫病の流行　特に1871年の黄熱病　※この黄熱病
の流行時に軍隊がアフリカ系住民の集中する街区
を封鎖したため、中で病気が蔓延し多くのアフリ
カ系の人びとが死亡したとする見方もある。この
ことをネグリチュード運動の中心的人物で、プロ

レタリオ紙（週刊）を創設したルカス・フェルナ
ンデスと関連付けた論考もウェブ上で見ることが
できるので参照していただければ幸いだ。http://
www.latinoamerica-online.info/soc03/afro01.03.html　
（訳者）
・移民　特に歴史的に黒人が多く、政治的にも住み
やすく整備されていたウルグアイへの移住
・1853年憲法によって後押しされた1850－1950年
にかけてのヨーロッパからの大量の移民が、国内
の人口を急激に増加させた。指導者階級のアルゼ
ンチンの西欧化プロジェクトに準じたヨーロッパ
からの移民は現実的に、そして象徴的に黒人にと
って代わっていたであろう。

　数少ない19世紀末のアフリカ系アルゼンチン人の
研究者の幾人かは、ヨーロッパ移民が黒人にとって
かわったという仮説について、男性の比率の多さか
ら現実的ではないと指摘している。反対にこのデー
タはヨーロッパ人男性たちとアフリカ系アルゼンチ
ン女性たちの間の通婚を強く示唆しているとする。
同様にヨーロッパ人移民は、黒人人口の多かった北
部の諸州には大量には定住しなかったことも考慮に
いれなければならない。
　1887年には、公式の黒人人口比率は全体の1.8％と
算定された。これ以来国民調査には記録が残ってい
ない。国家の姿勢は1895年の国民調査実施時の責任
者の発言「もうすぐ、アルゼンチン人は完璧に新し
く美しい白い民族に統一されるであろう」にはっき
りとあらわれている。そして、この時以来ほぼ１世
紀の間、アルゼンチンではアフリカ系アルゼンチン
人に関する研究は実質的に行われなかった。
　1930年代以降、内陸部の農業労働者の国内移民が
増加し、ブエノスアイレスなどの都市へ、工場労働
者としての働き口を求めて出て行った。1940年代以
降、こうした人びとは群衆となり、中上流階級の広
いセクターの人びとにより侮蔑的に「カベシータ
ス・ネグラス（黒い頭）」（後述）と呼ばれた。
　この数十年のあいだに、歴史的かつ社会学的な黒
人住民にむけられた研究が現れ始め、それらの研究
の結果は、広い層の人びとに驚きとともに迎えら
れ、またあるときは拒絶された。この数年間、アフ
リカ系アルゼンチン人についての研究や活動が増え
ている。一般的にいってその結果は、身体的であれ

http://www.latinoamerica-online.info/soc03/afro01.03.html
http://www.latinoamerica-online.info/soc03/afro01.03.html
http://www.latinoamerica-online.info/soc03/afro01.03.html
http://www.latinoamerica-online.info/soc03/afro01.03.html
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文化的であれ、その存在は公式に考えられているよ
りもずっと大きいということである。

文化的影響
　アルゼンチンでもっとも長くつづいている黒人の
影響といえばタンゴだろう。タンゴには、奴隷が発
展させたタンゴスと呼ばれる祭りと儀式の特徴が受
け継がれている。奴隷はタンゴスと呼ばれた個人宅
に主人の許しを得て集まった。ミロンガ・カンペラ
やミロンガ・シウダダナ（ダンス）、マランボ、チ
ャカレラなども、パヤダ（歌試合）と同じく黒人の
影響を受けているのだが、いまだにそれを立証する
研究が欠けている。マルティン・フィエロのほか
に、詩人でパヤドルのガ
ビノ・エセイサ
（1858-1916）＝写真＝
やイヒニオ・カソンなど
のパヤドルがよく知られ
ていた。ピアニストで作
曲家のロセンド・メンデ
ィサバル（1897-1962）
は、同時にタンゴの作曲
家かつ奏者で、「エル・
エントレリアノ」
（1897）の作者で黒人だった。同様にタンゴの作曲
家カルロス・ポサダス(1874-1918)、ギタリストでバ
ンドネオン奏者、作曲家（ワルツ「ラ・プルペラ・
デ・サンタルシア」の作者）エンリケ・マシエル
(1897ｰ1962)、オラシオ・サルガン（作曲家、指揮
者、ピアニスト）、ウルグアイのサンカルロス生ま
れで、「サンロレンソのマーチ」の作曲者カエタ
ノ・シルバ、アカデミックな音楽教育を受けた音楽
家で、解放者ホセ・デ・サン＝マルティンの遺体が
アルゼンチンに帰還した時に演奏され捧げられた
「偉大な葬送マーチ」などの多くの楽曲を作ったセ
ノン・ロロン（1856-1902）などがいる。歴史家の
フアン・アルバレスはベルリン楽派の旋律・拍子の
比較原理にそって、タンゴやブエノスアイレスのミ
ロンガ、カランバ、マロテの音楽形式にアフリカと
の関連性がみられることを明らかにした。
　アルゼンチンのスペイン語の口語には多くの黒人
アフリカの単語が見られる。たとえばムカマ、ボチ
ンチェ、デンゲ、モンドンゴ、キロンボ、マロテ、

カチンガ、マンディンガ、カンドンベ、ミロンガな
どであり、多くがルンファルド（ブエノスアイレス
のスラング）で使用されている。同様に植民地時代
からのアフリカ系アルゼンチン人は、口承によって
彼らの日常会話と歌の中で、ルンファルドに交じっ
ていったものとは別の表現を維持していた。「墓
地」は「カルンガ」、白人を侮蔑的に「ムンデレ」
そして「クセ」を「あれ、あの人」など。宗教的な
面では、カーニバルの祭り以外に、聖ベニートや聖
バルタサル（東方の三博士の一人で黒人）への崇拝
などがあり、聖バルタサルは今日でもコリエンテス
州の広い範囲、チャコ東部、フォルモサ東部、サン
タフェ北部で崇拝されている。

植民地時代の人種的カテゴリー
　植民地時代を通して、スペイン当局はアフリカ系
の黒人とそれ以外の民族との結合から生まれた人び
とをさまざまな「混血」の「品種」と形容した。社
会的には、家系図に「混血」がみられることは汚点
であった。これらの分類は、その他の植民地時代に
あった「メスティソ」「チョロ」などとともに、人
に烙印をおし、社会的上昇をさまたげるために使用
された。

19世紀以降の移民　
　カーボベルデ　アルゼンチンには１万２千人から
１万５千人のカーボベルデからの移民の子孫などが
居住している。そのうちの300人ほどがアフリカ生ま
れだ。カーボベルデからの移住は19世紀末から始ま
って、1920年代以降目立ってきた。もっとも移住者
が多かったのは1927年から33年にかけてであり、そ
の次は1946年で、干ばつによる飢餓と多数の死者に
よるものだった。彼らは船員や漁師として技術があ
ったので、ロサリオやブエノスアイレス、サンニコ
ラス・デ・ロスアロジョス、カンパナ、バイア・ブ
ランカ、エンセナダ、ドク・スルなど港のある地域
に定住した。
　その他のアフリカの国  々　ブエノスアイレスのバ
リオ・オンセと呼ばれる地区には、母国の貧しさを
逃れてきたアフリカ人―とくにセネガル人―が多
い。「ブエノスアイレス難民協会」によれば、彼ら
は難民としてブラジルのビザを取り、その後アルゼ
ンチンにときには密航者としてやってくることがあ
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るという。在留許可が得られないと、彼らは人身売
買の標的となる。セネガル人コミュニティでは日曜
日になると伝統的なセネガル料理を食べるために集
まる人々がいる。飲食店のなかにはアフリカ料理を
メニューにのせているところもある。
　サンタフェ州のロサリオ港は、21世紀になってか
ら、アフリカから密航してきた人びとを迎え入れる
玄関口となった。彼らはしばしば行先を知らずに、
北半球の発展した国に向かうと信じて乗船した。彼
らの出身国はナイジェリア、コートジボアール、ギ
ネアなどで、人びとは、搾取、戦争、宗教、イデオ
ロギー、政治的な迫害などを理由に祖国を逃れ、密
航者として到着した。数は少ないものの年々増加し
ている―2008年には70人が難民としてやってきた
（前年には40人）が、定住したのはたったの10人で
のこりは送還された。その多くが未成年だった。
　ラテンアメリカの他の国から～ドミニカ共和国～
　1990年代初頭から2001年の経済危機にいたるま
で、１ドル１ペソの為替政策の結果として、貧しい
国々から高いドルでの給与を稼ぎ、出身国に稼いだ
金を持ち帰ろうとする移民の流れがあった。やって
きたのは、アフリカ系のドミニカ人女性たちであ
る。彼女たちのなかには人身売買の被害者もいた。
2008年にはドミニカからの移民の第二波が始まっ
た。ドミニカ人女性による定住申請は、移民局の統
計によれば、2007年の663人から2008年の1168人
に増加した。当局は「偽旅行者」を発見し、彼女た
ちを連れてくるマフィアを根絶するための管理体制
を敷いた。

肌の色に関するアルゼンチンのレイシズム
　アルゼンチンではほかのアメリカ大陸の諸国とお
なじように、肌の色やアフリカ起源の人に対する差
別は植民地時代にさかのぼる。アフリカ起源の人び
との子孫は、先住民族に属する人びとの子孫よりさ
ら低い地位におかれた。植民地時代の差別は、アル
ゼンチン文化にも受け継がれ、国民的な文化のなか
にもそのような表現が見られる。ホセ・エルナンデ
スの『マルティン・フィエロ』(1872年)の有名なシ
ーンでのやりとりには次のような歌が登場する。

白人は神様が作られた
ムラトは聖ペドロがお作りになった

黒人は悪魔が作った
地獄の燠にするために（７章）

　アフリカ系アルゼンチン人とその文化の故意の
「不可視化」は、アルゼンチンにおける肌の色やア
フリカ・ルーツへの差別のはっきりとした表現だっ
た。
　2006年の10月９日、アルゼンチンのアフリカ系子
孫とアフリカ人のフォーラムが、社会文化的な複数
主義を推進し、これらの人びとへの差別と闘うため
に創設された。この活動のなかで「差別・外国人排
外・人種差別に反対する国立研究所（INADI）」の所
長マリア・ホセ・ルベルティノは、アフリカ系アル
ゼンチン人に対する不可視化をこのような言葉で認
めた。「アルゼンチンのアフリカ系の人びとは、か
つて見えないようにされていたし、現在も見えない
存在である。これは奴隷制度とそれが変化した隷従
によって作り出されたディアスポラの過程の産物で
ある…　彼らは現在貧困層におかれている」

　また、20世紀の半ばからは、主に低い階級の労働
者を「カベシータス・ネグラ」や「ネグロ」「ネグ
リタ」「ネグラダ」などの侮蔑的な呼称で呼ぶこと
が一般化している。多くの場合、「社会的な関係性
が人種と結び付けられて」ており、肌の色とはまっ
たく関係なく、「黒い」という単語はただ単に労働
者の男女を侮蔑的に呼ぶために使われている。また
ペロン派の支持者の多くが貧しい労働者階級であっ
たことから、彼らに対してネグロという罵倒語がつ
かわれることが現在でもある。また、「ネグロ」
「ネグラ」などの単語は先住民族に属す人びとを差
別する目的や、他のラテンアメリカ諸国からの移住
民やその子孫に向けられることがある。サッカーの
応援歌にもそういった側面が見られ、ボカ・ジュニ
オールズのファンを「ボリビアやパラグアイの汚い
黒人」と「非難」するものが有名である。

本稿について　アルゼンチンではごく最近までアフリカ
系アルゼンチン人の存在は「不可視化(invisibilización)」
されてきた。本稿は主にウィキペディアのスペイン語版
Wikipedia”La población negra argentina”（2014.10.29取
得。一部略）にもとづく。原版には注・参考文献・外部
リンクが付されているので参考にしていただきたい。
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　昨年10月26日におこなわれたブラジル大統領選挙

決選投票で、労働党（PT）のジルマ・ルセフ大統領

は、有効投票の51.6％を獲得して再選された。国民

議会での保守派の割合が増えることを考えるなら

ば、当選した翌週から、今後4年間の任期が困難な

ものになることを認めざるをえなかった。

　ルセフは5450万票を獲得、これにたいしてブラジ

ル社会民主党（PSDB）のアエシオ・ネベス上院議員

は5100万票、48.3％という結果であった。これはブ

ラジル大統領選挙史上もっとも伯仲したもので、選

挙戦では優劣が何度も入れ替わった。

　最初のころの世論調査では、ルセフ大統領は余裕

をもって先頭にいたが、2014年の初頭からネベスと

ブラジル社会党（PSB）のエドゥアルド・カンポス

候補が支持を伸ばし、その差は徐々に縮まっていっ

た。

　だがペルナンブコ州の元知事であったカンポス

は、選挙戦のさなかの8月13日に飛行機事故で死亡

する。カンポスの死によって、彼とコンビを組んで

副大統領候補だったアクレ州出身の元上院議員、マ

リナ・シルバが大統領候補となった。そして事実上

枠外と見られていた彼女が、ルセフとネベスを追い

越して、世論調査でトップに急浮上する。

　このあとルセフとネベス両陣営からの、シルバ候

補の討論会での主張の一貫性のなさにたいする、

「つぶし」のための猛烈なキャンペーンがおこなわ

れた。その結果10月5日におこなわれた第1回投票で

は、ルセフとネベスがそれぞれ1位と2位となり、2

人のあいだで決選投票が争われることになった。

　第1回投票のあとの最初の世論調査では、ネベス

がルセフを上回った。さらに激しい選挙戦が繰り広

げられた。ルセフ大統領は、ルイス・イナシオ・ル

ーラ・ダ・シルバ前大統領（2002－2010）と彼女

の労働党政権下でおこなわれた社会プログラムの重

要性を繰り返し訴えた。

　多くの国際組織が指摘しているところでは、この

プログラムによって、ブラジルでは数百万人が貧困

状態から脱出した。ムエストゥレオ・ドゥ・オガレ

ス社による国民調査では、極貧状態̶̶1日1.25ド

ル以下の収入で、食糧、飲料水、住宅、医療など生

きるために最低限必要な手段を欠く状態̶̶にある

人々の数は65％減少し、2003年の15.2％から2012

年の5.3％に減少した。2003年から2013年までの年

平均成長率は3.5%であり、社会への参加と「新中産

階級」に属する人の数が増大した。約4000万人のブ

ラジル人が、DとEの階層からCの階層へと移動し

た。一方ネベスの側は、PSDBのフェルナンド・エン

リケ・カルドゾ元大統領（1995－2002）時代の成

果、インフレを強力に抑えたことなどを強調した。

　ルセフは少しずつ支持を回復し、最後の調査では

ネベスよりも優勢となった。いずれにしても結果は

非常に接近するだろうと予想され、実際ルセフ大統

領は僅差で再選された。ルセフの勝利は、ブラジル

でもっとも貧しく、労働党の社会プログラムの恩恵

をもっとも受けている北東部からの大量の得票があ

ったこと、そして、ネベスの出身地であり、彼が2期

知事を務めた（2003－2010）ミナスジェライス州

でも票を獲得したことがあげられる。

　ルセフは勝利演説のなかで、何度も彼女の選挙で

の後援者、ルーラ前大統領について触れたが、いま

や彼は次期大統領選で彼女の後を継ぐ強力な候補者

となっている。ルセフ大統領は、彼女の優先すべき

仕事の一つが、国民投票を通じておこなわれるであ

ろう政治改革の約束であると表明した。

　政治改革には政党と選挙キャンペーンにたいする

公的資金の提案、選挙制度の見直し、政党連合の形

ブラジル大統領選　
困難に直面するだろう二期目のルセフ
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成、議員の代行制度、議会における決定の秘密投票

化などが含まれる。

　しかし議会側の反撃が始まるのに1週間もかから

なかった。論理的に言って、議会こそがこの改革に

よってもっとも影響を蒙るのである。10月28日、下

院はルセフ大統領自身が5月に署名をした布告を無

効とした。これは社会参加国家政策（PNPS）を設立

して、参加のメカニズム、公聴会を定めたものであ

った。

　分析家によれば、これは、コントロールを手放さ

ない、根本的な政治改革を受け入れないという議会

からの明白なメッセージだった。労働組合間議会諮

問局（DIAP）資料部の責任者であり、政治分析家の

アントニオ・アウグスト・ドゥ・ケイロスは「彼ら

は憲法制定議会を含むような広範な政治改革は、議

会に代表を持つ新しい政治組織、民主社会（SD）、

連帯、社会秩序共和主義（ROS）、キリスト教社会

民主（SDC）、全国エコロジー（EN）、全国労働者

（TN）などを含めて受け入れないだろう」と指摘す

る。

　「新しい政党が、現在の規則を変更する改革にた

いして関心を持つことはない」。彼の意見では（政

治改革のための）独占的憲法制定会議による改革

は、3つの条件がそろった場合にのみ実現しうる。

一つ目は、「政府が強いイニシアチブをとるこ

と」、これは難しいだろう。なぜならルセフ大統領

は、議会と交渉するのに大きな困難を持つだろうか

ら。二つ目は「議員への国民からの大きな圧力があ

ること」。三つ目は「新しい規則が『寛容』で、直

近の選挙には適用されないこと」である。そして憲

法条文の変更は、ドゥ・ケイロスの見たところ、議

会の308票にかかっているが、「これは容易なこと

ではない」。

　カンピナス国立大学哲学科のロベルト・ロマノ教

授は、政治改革の実施は大変困難をともなうと主張

する。「われわれの政治の歴史では、それをかけら

も望まないときに、常にそれが語られるのだ。そし

ていま、政治改革について盛んに語られている」。

本当の改革というものは「いまある政党の構造のな

かで、完全な変革を通じて」始められなければなら

ないと、ロマノは強調する。そして「ブラジルの政

党はどこであれ非民主的なものである」という。

　大統領選挙とともに、513議席の下院議員選挙、

81議席のうち54の上院議員選挙、27の州知事選挙

がおこなわれた。

　ルセフを再選させた「人民の力とともに」を掲げ

た連立には、ブラジル民主運動（MDB）、民主社会

（SD）、共和国進歩主義者、民主的労働者（DL）、

ブラジル共和主義（RB）、社会秩序共和主義

（ROS）、ブラジル共産党が入っており、これらは

下院で300議席を有しており、また労働党は現状か

ら１８議席を失ったものの、70議席で依然第１党を

維持している。下院において優位とはいえ、つねに

反対に回るものがおり、議案ごとに賛否を決める際

に合意を図らなければならない。多くの場合、党の

方針よりも利害がこの連合を支配している。

　結局のところ、次期政権は多くの交渉が必要とな

り、政治には大きな困難をともなうであろう。ただ

し労働党による社会プロジェクトがより広く強力に

進められ、そして経済成長が、ルーラ政権時代やル

セフ自身の政権での最初の数年間のようなレベルを

取り戻せれば、連邦政府は議会からの強固な支持を

得られるであろう。
（Noticias Aliadas10/11/2014より　訳：一井不二夫）

写真はルセフ（左）とルーラ 
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1.「記憶の家」建設
   そして紛争後へ向けた故郷再生へ
　50年に及ぶ国内紛争が続くコロンビアでは、多く

の農村で人々が安全を求めて故郷を去りました。と

りわけ激しい紛争に巻き込まれた場所の一つがアワ

民族自治区のマグイです。現在240あまりの家族が

暮らしていますが、ほぼ誰もが身内に紛争・暴力の

犠牲者がいます。その地でリーダーとして地域をけ

ん引し、傷ついた故郷を再生させるシンボルとして

「記憶の家（Casa de memoria historica）」の建設に

取り組むホセ・チンガルさんを今年、日本に迎え、

スピーキングツアーを開くことになりました。

2015年5月頃を予定しています。

　マグイでは多くの人が暴力の犠牲となりました

が、人々は悲しみを表現することなく、内に抱えた

まま淡々と日々を生きています。そんな中で、犠牲

者の名前を記し、この地で起きたことを自分たちの

手で後世に伝えようとする試みが「記憶の家」で

す。記念館であるとともに、住民の共有スペースと

して活用し、失われつつある民族文化、紛争以前の

歴史を次世代へ継承する場としていきたいと、ホセ

さんたちは考えています。

　私は2013年2月から2014年8月にかけてマグイで

10ヶ月あまりを過ごし、ホセさんの活動を取材して

きました。彼は記憶の家を「ミンガ」で作りたいと

話します。「ミンガ」とは地域住民による賃金の伴

わない協働作業です。家や道路など公共のものをつ

くるとき、住民は協働で作業にのぞみます。日本の

「結（ゆい）」と非常に近い存在で、労働だけでは

なく、そこで交わされる各世代の触れ合いを含め

て、小さな社会を維持する礎となるものです。ホセ

さんは地域を去った人にも声をかけ、残った人とと

もに、それぞれの年代を超えた人々による協働作業

で記憶の家を作ろうと考えています。新しい未来へ

再出発したいという、故郷再生へかける強い気持ち

の現れだと感じます。

　紛争地で生きてきたホセさんの歴史と、故郷再生

へ向けた強い志に耳を澄ますことは、私たちに貴重

な示唆を与えてくれるでしょう。同時に「記憶の

家」建設のための資金を募り、日本とコロンビアの

草の根のつながりを広げる生むきっかけにしたいと

考えます。

2.多様な世界コロンビアと
  アワ民族、マグイ
　コロンビアの美しさは風土と人の多様性にあると

私は感じます。万年雪を湛えるアンデス高地、多彩

な動植物を育む熱帯雨林、爽風が身体を包む常春の

高原、砂漠、海――。世界はこんなにも多様なのか

と、私はコロンビアで初めて体感しました。各地に

根付く人々が豊かな文化を花開かせています。コロ

ンビアには102の先住民族集団が存在し、その一つ

アワ民族は南部を中心に隣国のエクアドル北部にも

かけて、山深い地に3万人あまりが暮らしていま

す。マグイはアワ民族自治区の一つで、エクアドル

との国境近く、標高1500ｍ前後の温暖な場所に位

置し、年間300日近く降る雨が沢山の動植物を育ん

でいます。目に見える強い自然の力の中で生活して

いると、人もその一部なのだと確認させられます。

ここで人々は、トウモロコシ作りを軸に自然のサイ

クルに合わせた生活を何世代にもわたって繰り返し

ています。何でも育つという豊かな土地を人々は愛

し、穏やかな生活を送ってきました。

　そんな生活の平穏は90年代後半に破られました。

反政府ゲリラ、政府軍、右派民兵の勢力圏が微妙に

重なり合い、凄惨な暴力にさらされるようになった

コロンビア・スピーキングツアー
開催に向けて　　柴田大輔（フォトジャーナリスト） 
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のです。政府軍と、それ共闘する民兵は、山間に暮

らすアワ民族をゲリラのシンパだと疑って迫害しま

した。一方で、農村のために立ち上がったはずの反

政府ゲリラも、自分たちの意思に反することがあれ

ば容赦なく住民に銃を向けてきました。山々には飛

び交う爆撃機、砲弾、銃の音が日常的に響き、地雷

が仕掛けられて、多くの人が命を奪われました。

2006年には戦闘の激化により、マグイに暮らすお

よそ300家族あまりのうち9割が避難民となりまし

た。

3.ホセさんのスピーキングツアー
    開催へ向けて
　ホセさんは現在60歳。紛争の前から、辺境にあっ

て中央政府に顧みられないマグイを住み良くしよう

と、その中心に立って活動してきました。幼いころ

は非先住民族の人々から受けた差別への反発もあ

り、親元を離れて様々な仕事をしながら各地を渡り

歩いたそうです。その期間は10年に及び、沢山の人

や土地との出会いから「人の生き方」を学び、「地

域の違いとそこで起きる問題」を肌で感じてきたと

私に話してくれました。大らかで前向きな人柄、豊

かな人間性が多くの人を惹きつけています。私もそ

の一人です。

　コロンビアは日本からみれば地球の反対側にあり

ます。そこで生きる一人の人間の物語に触れること

で、私はこの世界の多様性と、人間の持つ共通性を

感じました。そして、そこから自ずとコロンビアと

日本の姿が相対的に見えてくるのではないかとも思

っています。今の日本で、一つの方向へと向かいつ

つある社会に生きる私たちは気付かぬうちに、本当

は沢山あるはずの選択肢を自ら手放しているのでは

ないでしょうか。それがどれほど生きにくい世界を

つくっていることでしょうか。人はどんな生き方を

してもいいはずです。私はコロンビアと、そこに生

きる人々との出会いによってそう思えるようになり

ました。私が自分の人生を歩むスタートラインに立

てたきっかけだとも感じています。

　コロンビアは今、反政府ゲリラFARCと政府の間

で和平交渉が続き、紛争終結へ向けた大きな動きの

中にあります。暴力のない新しい未来を誰もが欲し

ています。このタイミングだからこそ話すことがで

きる、また、そこに込められる熱があるのだと思い

ます。ホセさんの志はきっと私たちに何かを伝えて

くれるでしょう。未来へ向けたコロンビアとの新し

い繋がりの機会を皆さんと共有できればと思いま

す。

　なお、運営は実行委員会を作り進めてまいりま

す。ご協力いただける方いらっしゃいましたら、是

非ご連絡ください。また資金面につきましてもお力

添えのほど、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

地域のリーダーとして会議を見守るホセ・チンガ
ル氏。スピーカーとして日本とアワ民族をつなぐ

公式ブログ

「コロンビア・スピーキングツアー2015」

（http://colombiajapon2015.blog.fc2.com/）

メール colombia_japon2015@yahoo.co.jp
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フィデル・カストロが指揮した
キューバ革命戦争の実相

　 キューバ革命最大の貢献者フィデル・カストロ
（現在88歳）は2010年に、革命戦争（1956年12
月2日～59年1月1日）を理論化するため上下２巻
の戦略論を国家評議会出版局から世に出した。上
巻は『戦略的勝利－マエストラ山脈の全ての道を
辿って』（邦訳・明石書店2012年）、下巻は『マ
エストラ山脈からサンティアゴデクーバへ－戦略
的逆襲』（同2014年10月）である。感想を言え
ば、下巻の方がはるかに面白い。叛乱軍最高司令
としてのフィデルの革命思想、戦略・戦術、部下
たちとの関係、政府軍将兵についての分析、財政
と武器弾薬の細かな管理ぶり、革命後に果たすべ
き公約などが詳しく綴られているからだ。それら
は自ら執筆した命令書と叛乱放送声明、および演
説に盛り込まれている。
　 フィデルは部下たちに戦場日記を書くよう命じ
ていた。それらの記述の全体が革命戦争の実態と
推移、戦士の心境などを総合するものとして、革
命史を形成することになるからだ。最も有名なの
はエルネスト・チェ・ゲバラの『革命戦争回顧
録』だが、フィデルの『戦略的逆襲』も負けず劣
らずの価値がある。両者の内容の大きな違いは、
エル・チェ（チェ・ゲバラ）がフィデルの主要な
部下の一人として日記を書き綴っているのに対
し、フィデルは最高指導者として全体を見渡しな
がら書いていることだ。最高命令者としてのフィ
デルにしか書けない内容なのだ。
　 叛乱軍が反転攻勢に出た1958年8月、学校教師
上がりの優秀な部下ウベール・マトスがフィデル
を経由せずに別の同志に武器を融通してほしいと
直接働きかける。これを察知したフィデルは「私
に隠れてこのような手続きがなされるのは不愉快
だ。これでは全てが統御不能に陥り混乱する。い
つになったら責任感のある同志の協力が得られる
ようになるのか」と批判する文書をマトスに送り
付ける。するとマトスは「私の自尊心にも限界が
ある。私にもあなたと同じくらい自尊心があるの

だ。私はマエストラ山脈に来たことを残念に思っ
た。あなたの侮辱は、キューバの命運が懸かって
いる今、多くの犠牲の一つとして受け入れよう。
あなたの書き付けを返上する。対応を改めるよう
求める」と感情露わに反論する。
　 するとフィデルは長い文章を書いてマトスを論
難する。「個人主義者で己のことばかり考える者
は、あたかも自尊心こそが何よりも重要であるか
のように、ありもしない侮辱に神経を尖らせる。
もし君が名誉や自尊心のために私の書き付けを送
り返すという不謹慎な行動を撤回しないならば、
指揮権を委譲せよ」と迫る。これを受けたマトス
は、前言を撤回し、「私は、あなたが祖国のた
め、自由のために全霊を傾注しているのを認識し
ており、あなたに敬意を払い、従っていく」と従
順になる。
　革命戦争勝利後の59年10月、フィデルは急進的
な革命政策に異議を唱えたマトスを「反革命罪」
で逮捕し、革命法廷で禁錮20年の実刑に処す。マ
トスは刑期を勤めて79年釈放され、亡命地マイア
ミで2014年、96歳で死去した。フィデルは、マエ
ストラ山脈の司令部防衛やサンティアゴ攻略戦で
ずば抜けた戦果を挙げたマトスを当初、実弟ラウ
ールに次ぐ後継候補として考えていたようだ。革
命政権でカストロ兄弟に次ぎ序列第３位のチェ・
ゲバラが異邦人であり、新たな革命戦争を起こす
ため南米に去ることを予知していたからだ。しか
しマトスは自由主義者で、社会主義、共産主義と
相容れず、投獄された。マトスの獄中生活は自著
『夜はいかにして訪れたか』に詳しく書かれてい
る。
　革命戦争の最終局面は58年12月末から59年元日
にかけて暗転し、叛乱軍の勝利は策謀によって奪
われかける。当時の経緯とフィデルの対応策も本
書に記されている。この件（くだり）も興味深
い。フィデルがサンティアゴで59年元日に行なっ
た演説は圧巻。だが、そこに出てくる公約の多く
が果たされないまま今日に至っていることに読者
は気付くに違いない。キューバ革命に関心のある
人には、読むに十分値する本である。
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　　　連載第５５回　『ラ米百景』
　　　　　　　　　伊高浩昭（ジャーナリスト）
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 　ペルーの民衆音楽において、アマンカエスという

場所は伝説の場所の一つとされている。それはひと

つはカトリックの聖人サン・フアンの聖地の一つで

あったということ。そしてさらに音楽を含むペルー

の芸能に大きな影響を与えた場所であった、という

意味で伝説の地として記憶されているのである。

 　アマンカエスの名は、もともとは花の名前であ

る。この花がサン・フアンの日に咲き乱れる丘に付

けられたという。美しいアマンカエスであふれる野

原に変貌するため、丘と呼ばれるよりもアマンカエ

スの原と呼ばれることも多い。今回はこのアマンカ

エスをめぐる物語を少し紹介したい。

　リマの北に位置するリマック近郊のアマンカエス

の丘は、1582年よりサン・フアンの聖地として多

くの巡礼が行われてきた場所だ。特に6月24日は、

サン・フアンを祀る祭日として大いに盛り上がって

いた。

　その起源となる伝説を簡単に要約すると、1582

年の2月2日、下男のロサリオ・ラモスがいつものよ

うにアマンカエスの丘を通ってドミニコ会修道院の

カンデラリア・リカパックにミルクを届けている

時、突如イエス・キリストの幻が出現し、ここに教

会を建てるようにと命じたというものだ。

　ともかくそうして聖地となり巡礼が行われるよう

になったアマンカエスの丘のサン・フアン信仰であ

るが、巡礼者が多く訪れるこの地は、同時に植民期

リマの有閑階級による娯楽の場としても発達してき

た。古くは鹿狩りや鳩狩りが行われ、19世紀頃の週

末には、音楽や踊り、食べ物が集まる一種盛り場と

して、さらに多くの人々を集める場所となっていた

ことが、さまざまな年代記や残された日記から垣間

見ることができる。19世紀に描かれた絵画などでも

アマンカエスで行われていた乱痴気騒ぎの様子が見

て取れる。多くの音楽家や踊り手たちが週末ごとに

アマンカエスに集まり、まさに歌ったり踊ったりを

していたのである。

　そうしたクリオーヨたちの芸能の聖地でもあった

アマンカエスに変化が訪れたのは1927年のこと

だ。この年、リマックの市長フアン・リオスによっ

て、インディオの日（21年制定6月24日のサン・フ

アンの日であった）に音楽と踊りのコンテストが開

催されるようになると、アマンカエスでのお祭り騒

ぎはさらに加熱していくこととなっていった。ペル

ー初のコンテストであったと言われるこのインディ

オの日のコンテストは、非常に大きなインパクトを

ペルー社会にもたらした。当時官製インディヘニス

モ政策を推し進めていたレギア大統領も、積極的に

このイベントを後押しした。そこにはリマに徐々に

押し寄せてきた移民たちにとって「リマっ子たちの

もの」であったアマンカエスの祭りを、「地方出身

者の祭り」へと転換することによって、移民たちの

リマでの疎外感を和らげるという政治的意味合いも

あったのかもしれない。音楽家や歌手、踊り手たち

が、リマや沿岸地域の村々から、そしてアンデス地

域からも広く集まり、まさに国中の音楽と踊りが一

音楽三昧♪ペルーな日々（第57回）

在りし日の聖地アマンカエス
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同に介するコンテストとなったといわれる。丘の中

腹にリマック市によって大きなステージが作られ、

5万人の聴衆が訪れたというから、いかにすごいこ

とになっていたのかわかっていただけるかと思う。

　1927年の記念すべき第１回コンテストの優勝者

は、リマ在住のクスコ音楽のトリオ・グループであ

った。２本のケーナとピアノによる演奏で、ワイ

ノ、ヤラビー、「戦士の踊り」を披露して優勝し

た。さらに翌年のコンテストでは、コスコ土着芸術

センターがクスコ・インカ芸術使節団の名前でクス

コ市の後援を受けて出場した。

　このように、アンデスの音楽と踊りのコンテスト

は、ピアノやエストゥディアンティーナのようなメ

スティソ的要素を含んだ音楽を、その初期から先住

民の音楽として提供し、消費する、というスタイル

が確立していたと言えるのだろう。それはこの時代

にアンデス音楽をモチーフに歌劇やサロン音楽など

を作曲した多くのインディヘニスタ作曲家が、それ

らの音楽を「インカ音楽」と明記していたこととも

共通する意識があるのかもしれない。

　リマ郊外のアマンカエスで行われたこの祭典は、

ペルーの国民的イベントへと発展し、国民文化とい

うものをイメージさせる大きな役割を担っていくよ

うになった重要なイベントとなっていった。トンデ

ーロやマリネラ・ノルテーニャといった北部沿岸地

方の音楽もリマのバルスやポルカとともに演奏さ

れ、そこに新たにインカ音楽の名のもとにアンデス

各地の音楽が導入される。さらには最新のアンデス

風エストゥディアンティーナ楽団なども参加し、ま

さにペルーの芸能の最前線がここで切磋琢磨しなが

ら新たな地平を切り開いていく、そういう契機とな

ったのである。

　

　こうしてこのアマンカエスのフェスティバルは、

1950年代まで盛況を極めたが、60年代に入ると増

えすぎたリマの住民による宅地が丘の中腹にまで及

び、やがて会場自体が貧民街に飲み込まれる形で幕

を下ろすこととなったという。

　今や祖父母の昔語りや在りし日の伝説の地として

語られるアマンカエスにまつわるノスタルジックな

物語は、50年代以降、「在りし日のアマンカエス

(Amancaes de Ayer)」というバルスとしてもロス・

トロベーロス・クリオーヨスによって録音されてい

る。カバーヨ・デ・パソと呼ばれるペルー固有の馬

による馬術の披露なども行われていたことや、この

祭典を盛り上げた多くの音楽家やダンサーの名前が

歌い込まれたこの歌は、この地がリマの、そしてペ

ルーの各地に住む人々に与えた影響を今に残す重要

な記憶でもある。

　また、かのチャブーカ・グランダ＝写真＝も名曲

「ホセ・アントニオ」の中でもリマのバランコから

アマンカエスまで馬に乗って行く情景を華やかに歌

っている。こちらは彼女らしいロマンティックな風

景描写の中で、彼女が敬愛したホセ・アントニオと

その馬が歌われている作品だ。

　残念ながら私はアマンカエスには行ったことがな

い。リマから橋を渡るとすぐにリマックには入れる

が、リマック自体あまり歩いたことがない。それで

も古い写真や絵画を見ながら、在りし日のアマンカ

エスで繰り広げられためくるめくペルー民衆芸能の

はじめの黄金時代を想像するのもまたひとつの楽し

みだ。いつか行ってみたい場所である。

（水口良樹）



22

　　今回はアボカド(aguacate)をつかった料理です。
　アボカドは、ラテン語では月桂樹の仲間とされてお
り、学名は“pesea americana”(アメリカの梨）です。
　幅広い栄養があり、100㌘中に水分73.23㌘、タン
パク質２㌘、炭水化物8.53㌘、熱量160キロカロリー
を含みます。ビタミンB1、同B2、ナイアシン、ビタ
ミンB6、ビタミンC、同E（2.07㎎）、同K、カルシウ
ム、鉄分なども含有しています。
　アボカドがコレステロールを含むか否かについては
さまざまな議論がありました。この疑問にこたえるに
は、最近の研究を参照する必要があります。それによ
ると、アボカドには12㌘の不飽和脂肪酸があり、そ
のなかには、有名なオメガ３やオメガ６，オメガ９と
いった脂肪酸が含まれ、飽和脂肪酸はわずか２㌘しか
含んでいません。不飽和脂肪酸、すなわちHDLなどの
善玉コレステロールが豊富で、これらの不飽和脂肪酸
は、LDLなどの悪玉コレステロールを減らす役割を果
たします。
　アボカドは、繊維や、抗酸化作用のあるビタミンE
やビタミンC、ビタミンB12、マグネシウム、マンガ
ンなども含んでいます。これは、ほかの食べ物の脂肪
が酸化するのを防ぎます。
　こうした理由から、身体によい食べ物だと考えられ
るのです。
 　アボカドはメキシコ原産で、栽培の歴史は、紀元
前1500年以前までさかのぼることができます。マヤ
の人々も、何千年も前から栽培しておりOonと呼んで
いました。
　その種子は世界中にもたらされ、palta 、
avocado（英語）、cura、abacate（ポルトガル語）な
どと呼ばれています。日本語では「アボガド」とも呼
ばれていますね。

　アボカドという名称は、スペイン語のaguacateから
派生しており、aguacateは睾丸をを意味するナウアト
ゥル語のAhucatlを語源としています。アステカ人
は、木にぶらさがるアボカドの果実の形からこの名前
をつけました。Ahuacatlという名前をはじめて聞いた
スペイン人がAguacateと名づけました。
　アボカドを使った、アステカ以前から伝わるソース
があります。Guacamole（グアカモレ）です。この名
もナウアトゥル語でアボカドのソース、という意味の
Ahuacamolliを語源にしています。さまざまなソース
のほか、アイスやスープ、シチューなど幅広い料理に
使われています。
　ユカタンには、日本で売られているアボカドの３倍
の大きさになるものもあります。実家の台所からアボ
カドがなくなることはありませんでした。母はアボカ
ドで、シチューやスープ、ソース、アイスクリームや
アイスキャンディもつくってくれました。
　日本に来たばかりのころ、アボカドはデパートにし
かなく、入手するのが大変でした。でも今はスーパー
はおろかローソンなどのコンビニでも売られていま
す。家に常備しておくと、さまざまな料理やサラダに
使えて便利です。寿司にしてもよいし、味噌汁とアボ
カドだけをおかずにすることもできます。
　今回のレシピはアボカドのスープです。

ミゲル先生のメキシコ食巡り

　アボカドのスープ
Sopa de Aguacate

■材料　４人分
・熟したアボカド　2個
・牛乳700㏄
・砂糖　大さじ2杯
・粉末パセリ

■作り方
1) アボカドを切って殻と種を取り除く。殻をとるのは、ス
プーンを使っても指ででも、やりやすいやり方で。
2) アボカドの果肉をミキサーに入れる。

3)  牛乳と砂糖を加え、と
ろみが出てよくまざるま
でミキサーにかける。
4)  鍋に入れて、弱火で10
分前後火にかける。ふき
こぼれたり、スプーンで
まぜつづけ、こげついた
りしないよう気をつけ
る。
5)  深皿によそって、乾燥パセリを散らす。
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ブラジル　殺す警察、殺される警察官、暴力が蔓延　
　2014年、リオデジャネイロでは288人の警官が襲撃され、うち83人が死亡している。前年に比べて43％の
増加だ。警官を襲うのは麻薬密輸組織などと見られているが、警察側もこれに対しさらなる暴力で応酬し、リ
オのファベーラ（スラム）は「内戦」の様相すら呈している。2008年ファベーラ鎮圧に軍が投入されてから
治安はある程度改善されたが、そのために麻薬密輸組織が追いつめられて逆襲しているのではという見方もあ
る。また、リオでは警官を殺すことはギャングとして箔がつくとも言われている。
　だが、もともとブラジルの警察は暴力的で、１日あたり6人、過去5年では11,200人ほどが警官によって殺
されている。その中でもリオの警察は特に暴力的と言われている。また、警察や軍内部には麻薬組織との癒着
や、賄賂の強要も多く、ブラジル当局が浄化に乗り出したほどだ。2011年で見ると殺人事件の数はメキシコ
に匹敵するが、ブラジルの警官の方が人を殺している。2016年のオリンピック開催を前に、治安が良くなる
気配はない。（（BBCMUNDO　2014/11/12, 2014/12/16より）

ニカラグア　ジエンダー「格差」は少ないが…

　世界経済フオーラム(WEF)報告によると、ニカラグアが北欧諸国に続いて世界第6位となっている。同報告
では、健康と生存、教育の機会、経済的平等、政治参加に関して146カ国を対象に男女の平等レベルを分析し
ている。教育の機会、健康、閣僚の比率に関してはニカラグア女性がトップを占めている。だが、現実はどう
だろうか。WEFによれば、指数化するのは男女間の「格差」だけで、実際に女性が社会でどれだけ機会に恵
まれているかは示していない。ニカラグアは女性の大学進学率は19％にすぎない（それに対して日本は58％
だが105位）のに上位にある。これはニカラグアの男性の大学進学率が17％と女性の方が高率だからというだ
けに過ぎない。健康と生存に関してはニカラグアの平均寿命は、女性が66歳で男性よりも5歳上であるが、長
寿ではない。健康、教育、政治参加で指数が高いニカラグアだが、どのような形での女性の中絶を認めない5
つの国の1つである。女性議員と閣僚の割合も高いが、女性の権利よりも党に忠実な者がほとんどと女性団体
は批判している。つまり、ニカラグアは女性の経済参加などは前進してはいるものの、男性よりもひどく悪く
ないということに過ぎない。（BBCMUNDO　2014/10/14より）

ニュースクリップ　2015年1月　さざえ

　投稿「1994年1月1日」
　サパティスタ解放軍（FZLN）が蜂起して20年たつのを「そんりさ」147号（2月発行）で知った。私は
あの日、サンクリストバル・デ・ラスカサスにいた。前日の12月31日はソカロやサンクリストバル教会を
見物し、１月１日は朝サンファンチャムーラに出かけ、昼に戻り蜂起を知った。事件の様子は地元のテレ
ビも伝えず、ホテルのフロントでもわからなかった。情報もなく、どんな事態になるかと心配だった。私
はFZLNが占拠する市庁舎があるソカロに恐る恐る出かけた。メキシコでスペイン語を学ぶ日本人青年に出
会い、FZLNは先住民の医療や福祉の向上等を求め武力を持って立ち上がったと聞いた。それに外国人観光
客には危害を加えないだろうとも教えてくれた。
　次の朝、すでに市庁舎にFZLNの姿はなかった。バスが運行されたので、私も出発しチアパス州の州都、
トゥクストラ・グティエレスに向かった。町の中央広場には、サンクリストバル・デ・ラスカサスからの
バスが止まっていた。バスには「人権！」と書かれたシーツが１枚はりつけてあった。それを見て町を脱
出することしか考えていなかった自分と比べ、あの事件を自分達の問題に引き寄せ考える欧米人がいたこ
とに驚くとともに、そんな行動に感激もした。
　海外旅行もただその場の見物人にならず、何にでも耳をかたむけ、落ちついてものが見られる旅人にな
ると、違った楽しみが生まれてくるのかもしれない。（赤羽　敬治レコム会員）



次回「そんりさ」印刷作業は東京で４月１１日（土）、

　　　　　　　　発送は京都で４月１８日（土）の予定です。

参加いただける方は連絡ください
メーリングリスト　会員・購読者は無料で参加できます。
E-mail　recom@jca.apc.orgまでアドレスを連絡ください
ホームページ　http://www.jca.apc.org/recom

　こんにちは。みなさんはクラウドファンデイングをご存知ですか？　ある「志」を持った
人や団体に対する資金をネットを通じて多数の支援者から収集し、その「志」を実現する手
法です。このたびレコムもこの企画に挑戦することにしました。というのは、レコムが数年
前から支援しているグアダルーペ協同組合の教育プロジェクトが、様々な理由から資金不足
に陥ってしまい、今年は例年通りの支援を続ける事ができなくなってしまったからです。目
標額は50万円、期間は60日で、昨年12月の末にスタートして、終了期限も迫っています。期
間中に目標額が達成できれば、レコムはそれを受け取れますが、達成できなければ、１円も
受け取れません。支援額は3000円、1万円などと設定されており、支援者が選んだ支援額に応
じて交換券が発行され、レコムが提供する品物などと交換するという形になります。もし達
成できれば、一人でも多くのポアキルの子どもたちが、土曜学級に通うことができます。ぜ
ひレコムのサイトを見ていただきますように、そしてご支援いただけますように、お願いい
たします。クラウドファンディングのレコムのサイトには下記のアドレスから入れます。
https://readyfor.jp/projects/recom-guadalupe　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大西裕子）

Vol.150 メキシコのアフリカ系
Vol.149 コロンビア・アワ民族
Vol.148 ナルコ・メヒコ
Vol.147 サパティスタ武装蜂起20年

Vol.146 グアテマラ視察報告
Vol.145 アフリカ系パラグアイ人の今
Vol.144 ブラジル・家族農業の危機
Vol.143 グアテマラ・ジェノサイド裁判

レコムに入会(もしくは購読)すると、メーリングリストにも無料で参加できます。 入会した

ら、自己紹介メールを添えて recom@jca.apc.org までご一報を。登録します。 レコムの活動

は会員のみなさんによって支えられています。

 ☆郵便振替口座:00110-7-567396 日本ラテンアメリカ協力ネットワーク  

 ☆会員 年 8000 円(学生 5000 円)...会の運営、総会での投票、『そんりさ』, 資料閲覧・ 貸出        

 ☆賛助会員 年 10000 円(一口)...資料閲覧・貸し出し、『そんりさ』購読、総会への参加  

☆『そんりさ』購読者 年 4000 円...『そんりさ』の購読、メーリングリスト参加可

レコム連絡先
〒 616-0004  京都市西京区嵐山中尾下町 20-15 太田方

TEL&FAX  075-862-2556(留守電)   お問い合わせは、E-MAIL・

FAX・手紙もしくは留守番電話にメッセージをお願いします。

<レコム口座>

45万6495円

<グァテマラ基金>

60万1256円

 (2015年1月現在)
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